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A study of "Shina" Cloth 
By 
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は　じ　め　に
　樹皮や獣皮をそのまま身体にまとう方法は，最も原始的なものであるが，動植物からせんいだ
けを取り出して，それで糸をっくり織物にして衣服をっくるようになったのは人間の知恵が進ん
でからのことである。題目にかかげた「シナ布」は植物せんいの一種であって，山野に自生する
「シナノ木」の皮をはがし，特殊な方法でせんいをとり出し，それを糸にし，シナ布に織り上げ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たものである。年間を通しての作業と伝統
写真1　シ　　ナ　　布
　　　（原布の色は茶褐色である）
の生活様式の変化などから，本来自給自足であったシナ布は，
離れ，見て楽しむものへと方向を変えっっある。伝統工芸としてブームを呼んでいる現在であ
るが，私はこのシナ布にっいて調査研究を深めるにっれて，現代人に直結した「心のふるさと」
という感じを強くした。山の人たちが経済を超越し，心とからだでっくり上げたシナ布を効果的
に生かしたいものと考えた私は，幾度かこの地に赴いた。作業工程が年間を通して行われている
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IXtlので，その時期でなければ見ることができないということになる。特にシナ織は，雪の多い2月
から3月にかけての作業となっているのでその期間の調査がむずかしい。私は46年3月上旬特に，
なだれの多い道であるだけに危険をおかして山に入ってその技術を勉強した。しかし方言によっ
て表現された作業名と内容との関係や，手順や方法など，熟練している人にとっては何気なく行
っていることであっても，理論的に理解していこうとすると容易でなかった。雪山が緑に変った
6月上旬にまた雷を訪れて，シナ織技術について理解を深めたのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新潟県青陵女子短期大学研究報告第2号
的な技術によってつくられる織物で，この
　　　　　いかつちシナ織りが雷地方（新潟県岩船郡山北町）
で始められた歴史にっいては，確証がない
が，いろいろな事柄から考えて江戸時代の
末期頃のことと想像される。とざされた山
奥の雷部落に住む入達にとって，身近にあ
る原料を利用して生活用品をっくることは，
重要な仕事であり，その製品は大変貴重な
ものであったであろう。
　しかし，その後時代が進むにっれて交通
が便利になり，生活用品の多様化，山村
　　　　　生産量の減少もあって実用から
40 玉　　木　　シ　　ゲ
　45年の日本家政学会関東支部会（東京）に於て，シナ布の研究の一部を発表したが，その際型
染めしたシナ布の帯を見ていただいた。今年は東京や京都から帯を作りたいからシナ布を世話し
てほしいという注文があったと聞いているがいくらか反応があったのかも知れない。
　科学技術の発展とともに激増していく新しい化学繊維の中にあって，ささやかではあるが心の
通う粗朴な味をこのシナ布によって精神的・身体的に感じ取ることができるとすれば幸せである
と考え，シナ布を作る伝統技術や科学的な研究を数年来続けてきたのである。
研　究　内　容
1．　シナノ木からシナ布ができるまでの，伝統技術による作業過程とその技術の調査研究
2．　シナ繊維の形状（顕微鏡による観察）
3．　シナ布の諸性能を実験によって知る。
　（ユ）強伸性　　（2）吸水性
　㈱摩擦係数　　（5）染色性
4．　シナ布の特徴とその用途
5．今後の問題
（3）防しわ性
シナノキ（Tilia　Japonica　Simk）
　シナノキは，日本特産の山地に生える落葉高木で，葉は互生し，長い葉柄を具え，円状心臓形
で，夏帯黄色の香りのよい花が咲き，樹皮は繊維が強いので利用する。シナノキの名は皮がシナ
シナすることからとか，または，その皮が白いというのでシロから来たなどと言うが，元来「結
ぶ，しばる，くくる」という意味の「シナ」というアイヌ語から来たというのが正しいといわれ
ている。
写真2　シ　ナ　ノ　キ
　　　　　　　いかつちシナ布の産地，雷部落について 写真3　シ　ナ　ノ　キ
　雷部落（岩船郡山北町）は，新潟県の北端羽越線府屋駅から北東18kmの，山々に囲まれた静か
な部落である。この奥には部落はなく従って道はここで止っている。駅から一日2回のバスが唯
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一の交通機関であるが，冬季問は深い雪におおわれてバスは不通となる。特に2～3月にかけて，
山の急斜面から道をはさんで川底に落ちるナダレのため，非常に危険である。これに引き換えて，
春から夏にかけては，こぼれるような緑と青い空，また秋の紅葉が美しい。このような自然環境
の中でシナ布が作られるのである。
　部落の戸数は50戸，人口233名，男子109名，女子124名，その内出稼ぎ男子は23名女子若干
写真4　冬　の　雷　部　落
名（昭和46年7月調べ）である。山間
部であるだけに耕地面積は少なく，農
業を営みながら女子はシナ布作りを仕
事としている。現在は28戸の人達がこ
の仕事をっづけているが，生産量は一
　　　　　　　　　はだ戸当り年間に1～2織程度である。し
かしこの部落の人達にとって，シナ織
は生き甲斐であるように思われる。
1　シナ布ができるまでの過
程と技術（伝統的な呼び方を
　のまま書くことにする）
シナキリ
シナボシ
シナニ
シナコキ
シナアライ
シナサキ
ヘソカキ
ワクウツシ
ハダヘ
アザリトウシ
オサトウシ
ハダマキ
ハタオリ
⑳
シナヘギ
ウルカス
アマダテ
シナヅケ
シナボシ
シナオミ
シナヨリ
クダマキ
テガエシ（アヤ
ガエシ）
アザリガエシ
アソビカケ
ジヨウシ
写真5　夏　の　雷　部　落
ねずが関
噸、
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佐度
／
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　以上25の作業工程は，年聞の季節に合わせて行うものであって，樹木の最も成長の盛んな6月
から始まり，豪雪季が終る翌年3月に全作業を終了するのである。
　全作業を大別して4段階に分けることができる。
シナ皮づくり一（1）～（3）－6月～8月
シナせんいづくり一（4）～⑩一7月～9月
シナ糸づくり一⑳～⑭一9月～翌年1月
シナばた一⑮～OS－　2月～3月
｝酬篠
｝屋内牒
　全作業の中で，最も時間と技術の熟練を要するのは糸づくりであって，特にシナオミの良否は
製品に大きく影響することになる。部落の中にはこの仕事に50年も打ち込んでいる人が数人居る。
また家庭の主婦は時間を見出してシナオミをすることが習慣になっている。2～3月の豪雪期に
なると，シナばたで部落は活気づく，各家屋は雪に埋れるが最後のハタオリはどの人も一生けん
めいである。シナ布に愛庸をこめて。
　次に作業順序に従ってその技術について述べる。
1．　シ　ナ　キ　リ
　性能が良く，美しいシナ布をつくるには，適当なシナノキを選定しなければならない。樹令や
木の形，質などにっいては熟練者にはすぐわるのであるが，若木はせんいがしなやかである。新
芽が出てから5～7，8年になると幹の直径＞bXIOem～12．3cmになる。木の高さは5m～7～8m
位でまっすぐによく発育しているもの，6月に入って雷部落を訪れると，緑に包まれた山へ，シ
ナノキを伐りに出かける男の人の姿を見かける。
　2．　シ　ナ　ヘ　ギ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な　ナl　伐り倒した木の皮をすぐ剥ぎとる作業である。枝を切り落し，山刀で幹に添うて樹皮に切り目を
入れる。次に細木の先を鋭くした丈夫な木を木肌と皮の間にさし込んで丸みに添うて剥ぎとる。
　次に外皮と内皮（靱皮）を剥ぎ分けるの
であるが，生のうちに引きつづいて行わな
ければならない。靱皮の白い所からせんい
を取るのであってこの皮ヘギと木を伐るこ
とは男子の作業とされている。剥ぎ分けら
れたシナ皮は70cm位の長さに折り曲げて束
ねる。
3．　シ　ナ　ボ　シ
　剥ぎ分けたシナ皮を乾かすことである。
6月下旬から8月下旬にかけて晴天の日農
家の軒先にっるされて乾燥される。白いシ 写真6　シ　　ナ　　皮
ナ皮が夏の太陽を受けて美しい。雨の日は家の中で火棚に載せて乾かす，乾燥が充分でないと青
カビが出てせんいが弱くなり使用不可能となる。晴天の日は5日間位で乾燥するが完全に乾かし
たものは生皮のときの重量の蒐となる。
4．　ウ　ル　カ　ス
乾燥したシナ皮を水に浸けてしなやかにすることである。川水か，または山から清水を引き入
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れた池の中に1昼夜位浸ける。初めの5～6時闇は乾燥したままの形か，または1
枚つつ伸ばして水に浸し，一旦引き揚げて1枚1枚を渦巻状にして再び水に浸す。
5．　シ　　ナ　　ニ
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　水に浸してしなやかになった渦巻状のシナ皮を灰汁で煮ることである。容器は鉄
の大釜かまたはドラム缶を利用し，一回に煮る皮の量は渦巻状にしたものを3～4個，灰の分量
は皮と同量位使用し皮が液から出ないようにする。特に
灰については楢の木を燃やした灰が最もよいといってい
る。煮る時間は10～15時間を普通とされているがシナ皮
の硬軟によって差がある。このように長時間煮ることに
よりせんいだけが残り，木質部や不純物は煮とがされ
る。せんいは軟らかくなり黒褐色となる。7月ころにな
ると屋外のあちこちで太い薪を燃やしてシナ煮をする白
い煙が青い空と山の緑に調和して風物詩を感じさせる。
6．ア　マ　ダ　テ
　シナニがすんで，熱いうちに煮釜から取り出し一枚の
皮状になっているせんいを剥き分けることである。最初
に熱いうちに両手で揉むのであるが最近はゴムの手袋を
はめて行う。この作業によってせんいを剥ぎ易くする。
紙のように薄く，10～20emの巾で長さ3～4m以上もあ
るせんいが10枚以上に剥ぐことができる。この枚数は木　　　　　　写真7　シ　ナ煮
の年輪を現わすといわれている。一枚のせんいの組織の緻密さを見て，木の生命を守るための自
然の造形力に驚いた。写真に撮ったのでせんいの形態の所で示すことにする。
7．　シ　ナ　コ　キ
　アマダテが終りこれを川の清流で洗い，灰や不純物を取り去るのである。用具は「コキ」とい
う長さ5・em位の細木2本を用い，長いせんいを挾むようにして，コキ洗いをするのである。幾度
もくり返すことにより，せんいは滑らかになり灰汁などが完全にコキ出されることになる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　It
8．　シ　ナ　ヅ　ケ
　水洗いしたシナせんいを糠i漬けにすることである。その目的は，せんいに着色するのが第一に
考えられる。また艶出しの効果もあり，しなやかになる。大根の糠漬けをするように適量の糠iと
せんいをいっしょに樽に入れ重石を載せて約2昼夜聞漬ける。シナ布の茶褐色の濃淡はこの糠漬
けで決まるといってよい。
9．　シナアライ
　糠i漬けしたものを取り出して川水で糠iを洗い落すのである。茶褐色の美しい色を見せるが，せ
んいの硬軟や糠の色や分量などの差によって色の出方が或程度の差がある。この色の濃淡が布に
織り上げた時にミックスされて特殊の美しさを現わすことにもなる。
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10．　シ　ナ　ボ　シ
　きれいに洗ったせんいを軒先などに吊してよく乾燥する。晴天の日は2～3日で完全に乾くが
雨天の場合は日数を必要とし，屋内の火棚に載せて補助乾燥をする。木から剥いだときのシナ皮
の幅は20cm以上もあったものがこの時点では大体10em以内になっている。このシナボシ作業まで
は屋外で行われるので時期や天候に合わせながら作業を進めなければならない。
11．　シ　ナ　サ　キ
　シナサキを「ヨウシ」と呼んでいる。この作業から屋内で行われるのであるが，9月の山村は
肌寒い季節に入る。乾燥されたせんいは長さ3～4mの紐状になっているが幅を広げると緻密な
網の目状に細いせんいが美しく組み合って
いる。幅は2・－JIOemになっているので，糸
をつくるための準備として，3　mm位の幅に
爪先で裂くのである。長さが2～4mもあ
るので扱いがむずかしい。裂き終ったもの
は次の作業がし易いように小さい束を作っ
ておく。中ゆびと手の甲に8の字形に輪を
っくるのであるが，このようにして束を作
ったものを「テガラス」と呼んでいる。
（せんいに湿気を与えてから裂く）
12．　シ　ナ　オ　ミ 写真8　シナせんい（左乾かしたシナ，右裂いたシナ）
　細く裂いたせんいを，撚り継いで長い糸状にすることである。作業の量と技術的な面から考え
ても全工程の中心になるものではなかろうか。1年間を通してこの作業だけをつづけている人も
あり，その中には数10年もこの仕事に打ちこんでいる人が部落に数人居る，私も何回かこの人々
といっしょにシナオミを練習したが容易なことではない。技術のむつかしさを痛感した。シナオ
ミの要点は，1．継いだ部分が，引っ張った場合抜けないこと即ち丈夫であること。2．継いだ
部分が他と同じ太さであること。3．全体に太さを調節しながら撚り継ぐこと，等である。経糸
と緯糸は使用目的のちがいから考えても経糸は，丈夫にそして一定の太さであることが特に要求
されるのである。
　シナオミノ方法を次の図によって説明する。
　　　　　　　　　　，　5～7cm
経糸
’噛Pr脚Lr回触　　　r一の’
　　　C
一塾二幽プッ唖ξ ……b継ぎたすせんい
一一『D一一A・・＋C繍り禰る（矢印縢り
一陶一一一プー一一一1本になって撚りがかかる（右撚り）
斜 C　恥A Cは継ぎたすせんいA、Cの端に撚りをかける
＿一脚一一一一一1本になって撚りがかかる
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　経糸の場合，1本のせんいを必ず輪形に裂いて（一方を細く）継ぎたすせんいを細い方に添え
て右手親ゆびと人指しゆびで図の方向にそれぞれ撚りをかけると，左の方向から1本になって自
然に撚りがかかる・最後に右端に小部分反対に撚る。せんいの端は外に出しておかないで必ず中
に撚りこむ。
　緯糸はせんいの端と端を別々に撚り，次に1本に合わせて撚る。何れも凹凸や端が出ないよう
に注意する・シナオミがすんだものは左脇に用意された「シナオボケ、　（籠）に，もっれないよ
うに注意しながら入れる。
13．　ヘ　ソ　カ　キ
　シナオボケに入れてある糸状のせんいを整理する意味と次の作業の準備としてボール状に巻く
のである。この作業をヘソカキといい，巻いたものを「シナベソ」と呼んでいる。巻いたせんい
がくずれないようにユニ夫し，独特の形をっくる。要点は最初の端が次の作業のとき引き出される
ようにしておく。1個の量は約400　9を基準とする。
写真9　シ　ナ　オ　ミ 写真10へ ソ
14．　シ　ナ　ヨ　リ
　シナオミをして長い糸状になったせんいに撚りをかけて糸にすることである。用具は，シナヨ
イ車（糸車），っむ（藁すべまたはアカザ，14cm位の長さのもの）。これは筒になっているので，
っむに被せておくと糸を巻いて後に抜き取るときに都合がよい。
　（シナヨリの方法）
　シナベソを容器に入れて熱湯をかけてせんいを軟らかくする。次にこれを旅に揚げて水気を切
り再び容器に移してせんいを充分湿らせておく。ヘソの中心から端を引き出しこれをっむに巻き
付け，糸車の手を右に持ち，糸は左手に持ち，糸は約80em位伸ばして糸車を右の方へ廻すと糸に
撚がかかる。その糸をっむに巻く。次々と同じことを繰り返す。車の回転数は経糸の場合5回緯
糸の場合3～4回で経糸を強くする。適量に巻かれた糸はっむから抜き取り，っむ糸となる。
15．　ク　ダ　マ　キ
　緯糸はくだ巻きにする。くだには長さ15cm位のカヤを使用する。後に箴の中へ入れるとき横棒
に通すのでくだ（管）になっていると都合がよい。
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　　　　写真11　シ　ナ　ヨ　リ　　　　　　　　　　　　　　　　写真12　ワクウツシ
16．ワクウツシ
　撚りをかけたっむ糸を木製の枠に巻き移すことである。枠を取り付ける台を「オッタテ」と呼ん
でいる。枠うつしの場合糸が湿っていると巻き易いのでっむ糸に湿りを与えておく。一織にあ要
な経糸を8個の枠に巻いておく。枠うっしが終ると，糸が湿っているので火棚に吊して乾燥す
る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　ぱナこ　この作業で第2段階が終り，次のシナ織の時期に入る。昭和46年は2月10日から始まり3月20
（シナバタに必要な用具）
ヘー棒（木製〉
10Cln
ヘラ（木製）
tt
　　アタクサ（竹製〉
＼　　　　50cm　　　　　／
　　アザリぐ　　　Xl；：l－：；
＼　　　　　　　　 8C〕cm　　　　　　　　　　　　ノ
　　サキァナドリ　しホこのキ　　
OooO　oOO　O o
サのオσ
約30cm
オ　サ（箴〉
50cm
チギリ（木製）
50cm
　　　　ヒ　（ネのオく　
　　　　　45Cm
　　　シシの爪（しんし）
金卜
（竹）
約45cm 針
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日頃までに終了した。作業は部落の話し合いでその期間が決められるのでその時期が終ると作業
を見ることができない。
　シナバタと称するのは，経糸をヘルことから始まり，（整経作業）ハタゴに経糸を取り付け
て準備をすること，最終のハタ織りによって布が出来上る。これらを全部含めての作業であ
る。
17．ハ　ダ　へ（経糸をヘルことである）
　糸の長さ66m　本数　280本
準備……ヘー棒を上下に取り付ける。
①　8個の枠から取り出した8本の糸を，
　ヘラの穴に1本づっ通してまとめるよう
　に持つ。
　　ヘー棒の上部左端A点に8本の糸の端
　をまとめて結び付けて上下のヘー棒に糸
　を掛けて往復する。本数が280本になる
　ように，但し上部B点で折り返す所に重
　要な技術がある。それは（アヤ）をっく
　ることで，1本毎に右手でねじってから
　糸の輪を8本ずっまとあてBの棒に通す
　のである。
（アヤのっくり方）
点
ヘー_A点
一一s一
（3）
「解一8本
（2）経糸をヘーボーからはずしてB点の輪の中にサキア
　ザゾ〈太い棒）を通して引っ張り，糸の長さを調節す
　る。
←8本の糸をまとめてヘー棒
　　のA点に結び付ける
←8個の枠
写真13経糸をヘル
18．アヤガエシ（テガエシ）
輪の部分を両手に持って，糸数を凡そ2等分して，左右に分け外側に向けて裏返しをする。
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19．アザリトウシ
　アヤになった部分を中心にして，アザリを通し，2本
の棒の間隔を10em位にして麻紐でっなぐ（写真参照）。
20．オサトウシ
　経糸をオサの一目一目に通すことである。糸輪を一目
に通すので，一目に2本通ることになり，従って布に織
った場合2本づっの間隔が狭く，全体としての経糸間隔
が平等でない。これがシナ織りの特徴である。
21．アザリガエシ
　アザリとオサの位置を反対にすることである。布を織
る場合手もとにオサを置かなければならないこと，織り
始めは，経糸の輪と反対の糸端からであることを考える
と必ず位置を変えなければならない。
　①経糸の輪，②オサ，③アザリ（アヤの部分をはさん
で通してある）この順序を次のように変える。①経糸の
輪，②アザリ，③オサ。オサの位置が織り始めに近くな
る。
　次に経糸の整理をする。目のあらい櫛で経糸を並行に
整える。
22．ハダマキ
　チギリ（糸巻き）に経糸を巻くことである。輪にサキ
アザリ棒を通してこれをチギリの足に棒を引っかけて安
定させ，経糸がゆるまないように，また幅を確め糸が並
行になるように注意しながら60m余の長い糸を順次巻く
のである。その際アタクサという薄い竹製の，幅2～3
emの棒を糸の間にはさみながら巻く。これは糸と糸が密
着するともっれ易いので仕切りをつけておくのである。
23．アソビカケ
　織るとき，下糸を釣り上げるために紡績糸を使って下
糸にかけて2本の横棒につるすことである。
　（アソビのかけ方を下図に示した）
写真14オサトウシ
　　　　　　　　L
　　　　　　　　r
（オサの一目に2本の経糸を通す）
写真15ハ　ダ　マ　キ
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　（アソビカケの図）
横ネ奉を霊勺る
e紡糸責糸を下糸にかける
24．ハタオリ
んしを用意する（この地方ではシシノツメと呼んでいる）。
ある弓形の細木は下糸を引き上げる役目を
する（上部でアソビの横棒を釣り上げる）
弓形の下部に紐を付け，その紐は右の足頸
に結びつけておく。経糸の上下糸が交互に
上下してヒの通る道をっくる。右足を引く
と下糸が上がり，足を普通の位置にすると
上糸が上部になる。その度毎に緯糸（ヒ）を
打ちこんで，オサで手前にたたく。同じ緯
糸をヒでもう一回たたく。織る場合必ず経
糸にのりを付ける。20～30cmの間に，織っ
た部分はのりが付いて湿っているので，脇
に張られた麻紐に掛けて乾かしておく。織
　準備一経糸をハタ（腰ばた）に取りっけ
る。腰ばた一腰に廻した紐と経糸を連結さ
せておいて織りながら経糸の張り方を調節
する。地方によってはいざりばたともいう。
形全体が小さいので狭い場所でも作業がで
きる。緯糸一クダ巻きしたものを仔（ヒ）
の中に入れる。海草のり（えご）を煮とか
して適当な濃さにしたものを用意する。の
り刷毛は藁をたばねて作る。その外に，し
　　　（ハタオリ写真参照）ハタの後面に
写真16　ハ　タ　オ　リ
りながら布幅が一定するようにしんしを張る。のりは経糸緯糸が動きにくいようにするため，ま
た艶を出し，布に張りができる。このようにして，手や足を動かしながら織るので労働力も大きい。
25．　ジ　ョ　ウ　シ
　仕上げのことである。織りあげた布を引き伸ばして，
総丈66mの布を3．3mの丈に折りたたんでとじて完成品
となる。
　　　　　ひとはた　シナ布　1織の長さ一61～66m
　　　　　布幅一36～38cm
　　　　　特別幅一30cm
1織に要する糸聾〔雛雛
　　1織に必要なシナ皮（乾燥したもの）約20kg
写真17織り上げた布
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2 シナ繊維の顕微鏡による観察
横 断　面 横 断 面
（100倍）
写真18
（400倍）
写真19
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翠職瞬罫晒蹴簑壽獺
写真20
雛
難
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写真21
写真22シナ皮（靱皮）の繊維構造
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　　3　シナ布の性能
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写真25
（5）型染めをしたシナ布
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染色について
　4種の染料を使用して染色した。
　何れも染色性は良好である。地色がシナ布独特であるので結果は，草木染めのような感じにな
った。この染色性を生かして型染め（写真25）などによって地色の茶褐色と調和させながら染色
すると一層美しく表現することができる。
4　シナ布の特徴と用途について
　シナ布の原料が樹皮せんいでありそのまま糸づくりをし，布に織っただけに糸が太く布目も密
でない。粗布と布の地色（糸に茶褐色の濃淡がある）が調和して美しい。特に，中からにじみ出
る美しさであろうか。性能から考えると，太い糸を使っているにもかかわらず布は軽い。強度に
ついては天然せんいの植物せんい共通の湿度が高くなるに従って強くなる。吸水性も良好である。
私が特に防しわ性をしらべたのは，帯にした場合結んでもすぐ伸びたこと，弾力性があり，ふく
らみができる（自分で経験）から，どの程度の防しわ性があるかを実験したのである。摩擦係数
についても，衣服と共に用いる場合に要求されることは，或程度のすべり易さである。手づくり
の太い糸を使ってはいるが，なめらかである。織るときに海草のりをつけることも一っの原因と
なるだろう。染色性の点その他綜合して考えるとその用途は広範囲となる。衣料（特に帯），小
物，ハンドバック，帯〆，洋服用ベルト，洋服のアクセントとして，また丈夫さを必要とする部
分に，スリッパ，ゾーリの表張り等，また住居のかべや天ばり，テーブルセンター，のれん等，
天然の植物が持っ性能や感覚の面から考えると，人間と共に生きる材料であることを痛感する。
しかしシナ布をっくる時間や労力，原料の不足，生産量の不足などを考えると，最も効果的に用
いることが望ましいと思う。
5　今後の問題
　特殊の織物だけに一般の人がわからない。シナ布をつくる人が次第に減少していること。若い
女の人は他の仕事を好む。男子は出稼ぎが多くなり，シナノ木を伐ることや皮ヘギなど，男の力
を必要とす作業ができないので，シナ皮を得ることが困難になった。大きな問題は労力に対する
コストが低いことである。46年度のシナ布1織（66m）の価が2万円だといって前年度より値上
りしたことを喜んでいた。労力に対する当然の報酬であり，その技術に対して，生産への高いコ
ストが望ましい。その場合当然生産者が増えるものと思う。現在はことわりきれない程の注文が
あるとのことであるが，同時に技術面の改善工夫や能率的な作業の面を考えてこれからの発展に
大いに力を注ぐことを希望する。一っの産業として，また貴重な伝統工芸として。
お　わ　り　に
　4年間にわたったシナ布にっいての研究概要を述べたが，残された研究のあることを反省して
いる。年間を通しての作業であり，季節に適合させながら進めていくので其の時期をはずすと調
査は次年に持ち越すことになる。殊に伝統技術だけに正しく受け止めてこれを理解することのむ
ずかしさを痛感した。豪雪の時期に宿泊しながら村人の中に入って研究したこと，と同時に村人
の温かい人柄に接し得たことも大きなよろこびであった。
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　時代の進歩と共にシナ布の使命も変ることであろう。このシナ布が，現在および将来に於て多
くの人に愛用される意味に於ても，生産する人々は大きな力で創意工夫をしながら前進されるこ
とを希望する。シナ布に心を引かれて研究をっづけて来たが今後も研究を深めたいと思う。私の
小さな研究がいくらかでも役立てば幸せである。
　この研究に当り，地元の伊藤うめさん始めその他部落の皆さん。また，民俗学の森谷周野さん
シナ布を提供していただいた佐藤三郎さん，県立見附繊維工業試験場の宮島勉さん。本学の木藤
先生その他御協力いただいた方々に厚くお礼を申し上げて，ささやかな研究報告を終ることにす
る。
　　昭和46年7月20日
